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多良間村は、39番目の

連合に加盟しています。
「日本で最も美しい村」
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写真（上左）ワーガニマース（代表・小・中） （上右）ナワナイ（老人） （下）汐汲み競争（婦人）　　　　　　　　　　　　　撮影 来間玄次

令和４年度
多良間村民運動会
スポーツを通して、村民の健康増進と心のふれあいを



広報

第55回 多良間村駅伝競走大会

第36回 村長杯争奪ゲートボール大会

一般の部
大道チーム
47年ぶりの
優勝

11月13日（日）、第55回多良間村駅伝競走大会が、小中学生の部7区間16.5km、
一般の部6区間19kmで行われ、各部5チームが出場し熱戦が繰り広げられた。

小中学生の部は、津川チームが28年ぶりの優勝を飾り、一般の部では、11連覇
中の大木チームを大道チームが破り、見事47年ぶり3度目の優勝を果たした。6区３
kmを走った大道チームの下地選手は「優勝出来て嬉しい。若い人が戻ってきて、み
んな頑張ってくれたので良かった。」と優勝を喜んだ。

※令和3年 第54回大会から区間距離変更、コースが変更

ゲートボールを通して健康増進及び会員相互の交流と親睦を深めることを目
的に毎年11月に開催されている第36回ゲートボール大会が11月29日（火）、村
営ゲートボール場で好天の中、17チームの接戦が繰り広げらた。

閉会の挨拶で老人クラブ連合会富盛会長は「全試合、接戦だった。どのチーム
も実力があるので、次回は優勝を狙い頑張って欲しい。」と激励の言葉を贈った。

小・中学生の部 優勝 津川チーム 一般の部 優勝 大道チーム

優勝チーム　大木 B チーム

［成績結果］
小・中学生の部　
  ● 優　勝  津川チーム  1時間14分37秒
  ● 準優勝  土・天チーム 1時間16分57秒
  ● ３位      大木チーム  1時間17分16秒

一般の部
  ● 優　勝  大道チーム  1時間23分00秒（新）
  ● 準優勝  大木チーム  1時間25分19秒
  ● ３位      嶺間チーム  1時間26分13秒

区間賞（新記録）
一般1区（３km）大木チーム　島袋　雅也選手　12分45秒
一般2区（２km）大道チーム　宮国　泰志選手　8分12秒

一般4区（５km）嶺間チーム　本村　大和選手　18分32秒
一般6区（４km）大木チーム　栁岡　秀二郎選手　15分47秒

上位入賞チーム・区間賞受賞のみなさん、おめでとうございます

優勝
準優勝

3位

大木Bチーム
土原Aチーム
大木Aチーム

大会結果は次のとおり
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第22回 多良間島ピンダアース大会開催

特別ゲストにアルベルト城間さん

多良間島親善大使にアルベルト城間さんが任命されました

11月19日（土）、第22回多良間島ピンダアース大会が夢パティ
オたらま隣にある多目的広場で開催された。

今大会は、17頭の出場ヤギが軽量級・中量級・重量級の3階級ご
とに決戦を繰り広げた。

伊良皆村長は「半年から1年間飼養管理をして頑張った皆さん
に敬意を表する。大会を開催することによってコロナも吹き飛ばし、
島の活力が生まれるものと思う。今日は『日本で最も美しい村』連
合加盟町村北海道鶴居村から、村長をはじめ多くの関係者が島の
視察、交流のため来島され、ピンダアース大会場へ駆けつけてくれ
た。盛り上がる良い大会だった。」と閉会の言葉を述べた。

第22回多良間島ピンダアース大会の特別ゲス
トして参加して頂いたアルベルト城間さんが、多
良間島親善大使に任命された。アルベルト城間さ
んは「多良間島との縁をこれからも大切にして、日
本全国、世界中にPR出来るように活動していきた
い。今日は、素晴らしいピンダアース大会に参加で

きて、すごく嬉しいし感動した。温かい気持ちの中
でこのようなイベントが開催されている雰囲気が
何よりも好き。これからも仲間と共に来島して関
わっていきたい。」と話した。任命式終了後、アルベ
ルト城間さんによる演奏が特別に行われ、会場は
大いに盛り上がった。

結果は次のとおり

伊良皆村長からアルベルト城間さんへ委嘱状が交付された アルベルト城間さんによる演奏

軽量級（40kg～50kg）
優　勝　オカダ号
準優勝　キナ号

中量級（51kg～65kg）
優　勝　アナギナー☆ブライン号　
準優勝　ピンクリッティー号

重量級（66kg～）　　
優　勝　大空1号
準優勝　ガラガラドン号 
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20歳になったら国民年金

令和5年期作 葉たばこ播種式

◆国民年金の加入について◆
日本国内に居住している20歳以上60歳未満の

方は国民年金の被保険者（加入者）となります。（※
厚生年金に加入している方を除きます）日本年金
機構から「国民年金加入のお知らせ」、「国民年金保
険料納付書」（令和4年度 月額16,590円）、保険料
の免除・納付猶予制度と学生納付特例制度の申請
書、返信用封筒が送付されます。

◆保険料の学生納付特例制度や免除・納付猶予
制度について◆

保険料を納めることが経済的に困難な場合には、
保険料の納付猶予または免除される制度がありま
す。保険料を納められないときには未納のままに
せず、必ず申請してください。
※ 学生納付特例や免除・納付猶予の承認を受けた期間があ

る場合、保険料を全額納付した場合と比べて将来の年金額
が低額となります。後から納付（追納）することにより、年金
額を増やすことができます（国民年金保険料の追納制度）。

◆国民年金保険料の追納制度とは◆
老齢基礎年金の年金額を計算するときに、保険

料の免除・納付猶予や学生納付特例の「承認を受
けた期間がある場合は、保険料を全額納付した場
合と比べて年金額が低額となります。しかし、後か
ら納付（追納）することにより、老齢基礎年金の年
金額を増やすことができます。また、社会保険料控
除により、所得税・住民税が軽減されます。

※ 詳しくは、平良年金事務所または多良間村役場住民福祉課
までお問い合わせください。

平良年金事務所
☎︎0980-72-3650（ガイダンス①→②）
多良間村役場 住民福祉課
☎︎0980-79-2623

令和5年期作葉たばこ播種式が11月30日、JAおきなわ多良間支店葉たばこ育苗施設で行われた。今年
から新品種の沖縄2号が導入され、2種類の種をまいた。

多良間地区葉たばこ総代羽地健さんは、令和4年期の収量が天候等の影響により厳しい年だったことを
振り返り、「令和5年期は、高品質・高収量な葉たばこを出荷出来るよう努力を重ねてより一層、豊作になるよ
う取り組んでいく。」と決意を新たにした。

元気な苗が植え付けできるように願い播種式が行われた
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皆様こんにちは。観光振興課・地域おこし協力
隊のあっきーです。

多良間にしては寒い毎日が続きますが、お元気
でお過ごしでしょうか。

ダイビングが趣味の私は、早く春になってタラ
マブルーにまた潜れる日を心待ちに過ごしていま
す（笑）

さて、１０月末に「日本で最も美しい村まつり」の
ために東京に出張に行っていた私ですが、そこで
また新しいご縁を頂くことが出来ました♪

２月ごろに観光協会（すまむぬたら
ま）にて、物産展を開催する予定なの
ですが、その候補地としていくつもの
町村の方が名乗りを上げてくださいま
した。

具体的には、長野県原村・宮崎県椎
葉村・徳島県上勝町・福島県北塩原
村・北海道中札内村の皆様です！もち
ろんすべての町村が「日本で最も美し
い村連合」の加盟町村であり、こうした
活動に積極的に関わっている方々ばか
りです。

このなかから２～３の町村を取り上げ、「美しい
村合同ミニ物産展」として、２月に実施することに
なっており、候補地の選定に頭を悩ませております。

どの町村も魅力的な、その土地ならではの美味
しそうな商品が目白押しで、かなり迷ってしまって
いますが、選ぶのもまた楽しいです♪

今回実施できなかった町村に関しては、引き続
き５～６月ごろにミニ物産展第二弾を実施する予
定でおります。皆様も、どの町村が選ばれるのか
予想しながら、どうぞ楽しみにお待ちください！

あっきーの協力隊にっき

一例として、宮崎県椎葉村の物産の一部です

今
回
の
は
な
し
は
、量
水
器（
水
道
メ
ー
タ
ー
）に

つ
い
て
で
す
。

法
律
の
は
な
し
に
な
り
ま
す
が
、水
道
法
で
は
、

水
道
メ
ー
タ
ー
は
使
用
者（
村
民
）で
設
置
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、多
く
の
市
町
村
で

は
、行
政（
村
）が
設
置
し
、そ
の
使
用
料
を
徴
収

し
て
い
ま
す
。本
村
に
お
い
て
も
、水
道
メ
ー
タ
ー

は
、村
が
設
置
し
て
い
ま
す
。多
良
間
村
給
水
条
例

で
は
、水
道
料
金
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
使
用
料
を

加
算
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、現
在
の
と
こ
ろ
、

村
民
へ
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
を
考
慮
し
て
徴
収

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
、法
律
の
は
な
し
で
す
。水
道
メ
ー

タ
ー
は
、8
年
ご
と
に
取
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。メ
ー
タ
ー
は
、は
か
り

の
一
種
な
の
で
、正
確
な
計
量
を
確
保
す
る
為
に

定
期
的
に
交
換
し
て
い
る
の
で
す
。

現
在
、役
場
か
ら
依
頼
さ
れ
た
事
業
者
が
メ
ー

タ
ー
を
交
換
し
て
い
ま
す
。屋
敷
内
で
の
作
業
に

な
る
の
で
、皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

 R4年12月号第11回水道担当
清　村

量水器（水道メーター）

のはなし水道
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令
和
４
年
度
村
民
運
動
会
は
前
日
ま
で
風
雨
が
吹
き
荒
れ
て
い
た
の

が
嘘
の
よ
う
に
晴
れ
天
気
に
恵
ま
れ
た
。天
気
予
報
は
雨
気
味
で
あ
っ
た

が
諸
準
備
の
関
係
も
あ
り
全
天
候
型
に
期
待
し
て
開
催
し
た
。天
気
も

味
方
し
た
。当
初
は
小
学
運
動
場
で
予
定
し
て
い
た
が
、ぬ
か
る
み
が
心

配
さ
れ
場
所
を
変
更
し
た
。種
目
は
ワ
ー
ガ
ニ
マ
ー
ス
、汐
汲
み
競
争
、ナ

ワ
ナ
イ
な
ど
多
良
間
の
昔
の
暮
ら
し
や
遊
び
を
取
り
入
れ
た
ウ
ム
ッ
シ

種
目
が
目
白
押
し
。各
部
落
応
援
歌
で「
も
し
も
○
○
が
負
け
た
な
ら

電
信
柱
に
花
が
咲
く
・・
」を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

応
援
歌
も
種
目
に
す
べ
き
だ
、と
の
声
も
聞
か
れ
た
。部
落
で
は
老
若
男

女
の
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で
出
場
し
会
場
を
沸
か
せ
た
。ス
ポ
ー
ツ

の
秋
を
満
喫
し
た
。「
べ
た
が
部
落
の
絆
」に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
思
う
。

今
回
は
、写
真
は
小
さ
く
な
る
が
同
一
種
目
を
複
数
掲
載
し
て
臨
場
感

が
伝
わ
る
よ
う
に
し
て
み
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
来
間
）

各
部
落
の
様
子

全
天
候
型
の
中
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

～
多
種
多
様
な
種
目
に
笑
い
と
感
動
が
～

テ
ン
ト
内
で
は
選
手
の

手
配
、応
援
と
一
喜
一

憂
、部
落
の「
絆
」に
つ

な
が
っ
た
と
聞
く

どの顔も真剣、ゲートを目指して打込んだ

保育園児と幼児による楽しい「カチャーチどんどん」

放送係

昔取った杵柄？父が手ほどき

アレ～っ？ムットゥ飛バン… 賞品、得点集計係

ゴルフ並に芝目、コースを読む？本格派の選手

準備に大忙しの役員の皆さん

同点決勝〔ゲートボール〕（老人）

ギッチョウ競技（代表・小・中）
子ども達が楽しく競技

汐汲み競争（婦人）

両足とび（代表）瞬発力持久力が試される

本部席 成績表
順位 部落 得点
1位 津川 83

2位 嶺間 77

3位 天川 73

4位 土原 65

5位 大木 61

6位 宮良 58

7位 吉川 53

8位 大道 50

土原天川津川宮良

広報

写真で見る

村民運動会

３年ぶり
11月３日開催

津
川
部
落
が

２
連
覇

老
い
も
若
き
も

お
そ
い
あ
な
た
も
主
役
で
す
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幼稚園児による「玉入れ」 園児は籠に集中、役員が支柱を支える微笑ましい光景

嶺間

若いレディースも参加。用具も工夫され、しか
もカラフルだ

得点に開きが。津川はこの種目で高得点を
勝取り優勝につないだ

ヨガ並の柔軟体操をしてから婦人会の演技
に臨む大道選手

土原

ナワナイの審査基準は長さ、太さ、見
栄え等厳格だ

20代、30代、40代、50代で20ｋｇ
の俵を軽やかに担いで競技

応援歌で気勢を上げ盛り上がる糸くり競争（老人女）

ワーガニマース（代表・小・中）

点とり輪（老人）

表彰式

汐汲み競争（婦人）俵運び（代表）

嶺間大道大木吉川

栄誉を讃え賞状を授与する伊良皆光夫大
会長。手前は本村和也審判長

広報
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小児・高校生・お体の不自由な方で航空機をご利用のみなさま

多良間村では、村内に住所がある方で、小児・
高校生・お体の不自由な方（各航空会社の障が
い者運賃の対象となる方）の航空機の利用代
金に対して沖縄県離島住民等交通コスト負担
軽減事業を活用し、一部代金の還付を行ってお
ります。手続きにつきましては右記のとおりです。
対象路線及び還付金額につきましては下記一
覧表を参照ください。

手続き方法
右記「必要なもの」をご準備の上、多良間村役

場総務財政課窓口で申請書を記入し、提出して
ください。なお、申請は年度内に利用したもの
が対象となりますのでご注意ください。（令和４
年４月１日～令和５年３月３１日搭乗分）それ以
外の期間のものは還付できません。

※本人もしくはご家族の方が申請してください。

手続きに必要なもの
1利用した方の離島カード
2 チケット領収書（R4.4.1～R5.3.31搭乗分に

限る）（対象路線・運賃種別・金額がわかるもの）
3搭乗券（搭乗したことが証明できるもの）
4振込先（還付金振り込み口座が確認できるもの）
5印鑑
6申請者の本人確認書類
7 身体障がい者割引の場合は、それを証明する手

帳等（身体障がい者手帳、戦傷病者手帳、療育
手帳、精神障がい者保健福祉手帳）

※ 障がい者の割引及び還付請求は「航空会社が障
がい者運賃の対象としている方」が対象です。

　あらかじめ航空会社へご確認ください。

お問い合わせ
多良間村役場  総務財政課   ☎７９-２０１１
※ ご不明な点がございましたらお気軽にお問い合

わせください。

還付金等一覧表
路線 航空会社 対象者 運賃種別 還付金（片道）

多良間⇔宮古 RAC

離島高校生 特別往復割引 ６００円

障害のある方
特別往復割引 １５０円

身体障がい者割引 ２，２００円

那覇⇔宮古

JTA
RAC

小児
離島割引 １，８５０円

小児普通運賃 ３，６００円
大人 身体障がい者割引 ４，６５０円

障害のある方 離島割引 １，２００円

ANA

小児
離島割引 １，８５０円

小児普通運賃 ３，６００円
大人 身体障がい者割引 ４，６５０円

障害のある方 離島割引 １，２００円

宮古⇔石垣 RAC

小児
離島割引 １，２００円

小児普通運賃 ２，４００円
大人 身体障がい者割引 ３，１００円

障害のある方 離島割引 ７５０円

那覇⇔下地島 SKY

小児
島民専用割引 １，０００円
小児普通運賃 ３，６００円

大人 身体障がい者割引 ３，６００円
障害のある方 島民専用割引 １，０００円

8TARAMA VILLAGE PUBLICITY PAPERS



広報

育児・介護休業法  改正のご案内

多良間村教育委員会 教育委員任命式
教育委員の新里五子氏の任期満了に伴い、令和4年第

5回多良間村議会臨時会で同意を得て、佐久本洋平氏が
新教育委員に任命された。

任期は令和4年11月20日から令和8年11月19日ま
での4年間。

男女とも仕事と育児を両立できるよう、育児・介護休業法が改正され、今年
4月から順次施行されています。

10月からは産後パパ育休（出生児育児休業）や育児休業の分割取得が
スタートしています。

改めて社内制度の確認、就業規則の見直し等をお願いします。
詳しくは、厚生労働省ホームページをご覧ください。
ご不明な点は沖縄労働局雇用環境・均等室にお問い合わせください。

※ 雇用環境の整備などについて、今回の改正で義務づけられる内容を上回る取り組みの実施を労使協定で定めている場合は、
１か月前までとすることができます。

沖縄労働局  雇用環境・均等室 〒900-0006 那覇市おもろまち２－１－１ 那覇第2地方合同庁舎1号館3階
育児・介護休業法に関するお問い合わせ

TEL：（098）868-4380　FAX：（098）869-7914

産後パパ育休（R4.10.1 ～）
育休とは別に取得可能

育児休業制度
（R4.10.1 ～）

対象期間
取得可能日数

子の出生後 8 週間以内に
4 週間まで取得可能

原則　子が 1 歳
（最長 2 歳）まで

申出期限 原則休業の 2 週間前まで※ 原則１か月前まで

分割取得 分割して 2 回取得可能
（初めにまとめて申し出ることが必要） 原則就業不可

休業中の就業
労使協定を締結している場合に限り、
労働者が合意した範囲で休業中に

就業することが可能
原則就業不可

1 歳以降の延長 育休開始日を柔軟化

1 歳以降の再取得 特別な事情がある場合に限り
再取得可能
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広報

十
二
月
に
な
る
と
赤
穂
浪
士
を
思

い
出
す
。
江
戸
時
代
の
元
禄
十
五
年

十
二
月
十
四
日
に
お
き
た
赤
穂
四
十
七

士
の
討
ち
入
り
事
件
。
映
画
、テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
、
演
劇
な
ど
で
繰
り
返
し
描
き

続
け
ら
れ
て
き
た
。
事
件
か
ら
三
百
年

以
上
の
時
を
経
た
今
で
も
人
々
に
人
気

の
あ
る
物
語
。

元
禄
十
四
年
三
月
十
日
午
前
九
時

頃
、
江
戸
城
内
の
松
の
廊
下
に
怒
声

が
響
き
、
浅あ

さ
の
た
く
み
の
か
み
な
が
の
り

野
内
匠
頭
長
矩
三
十
五

歳
が
、
幕ば

く
ふ
こ
う
け

府
高
家
の
吉き
ら
こ
う
ず
け
の
す
け

良
上
野
介

六
十
一
歳
に
小
刀
で
切
り
つ
け
た
。
吉

良
は
眉み

け
ん間

と
背
中
を
切
ら
れ
る
も
傷

は
浅
く
、
内
匠
頭
は
居
合
わ
せ
た
者
に

取
り
押
え
ら
れ
た
。

刃に
ん
じ
ょ
う
じ
け
ん

傷
事
件
を
耳
に
し
た
徳
川
五
代

将
軍
綱つ

な
よ
し吉
は
、
激
怒
し
、
そ
の
日
の
午

後
四
時
頃
裁
定
を
下
す
。
浅
野
内
匠

頭
は
、
即
日
切
腹
、
赤
穂
藩
は
取
り
つ

ぶ
し
。
普
通
で
あ
れ
ば
幕
府
老
中
が
時

間
を
か
け
て
審
議
す
べ
き
案
件
だ
っ
た
。

し
か
も
浅
野
内
匠
頭
の
切
腹
は
屋
敷

内
で
な
く
、
預
け
先
の
庭
先
で
行
わ
れ

た
。
五
万
三
千
石
の
大
名
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
と
の
批
判
が
多
か
っ
た
。
一
方

の
吉
良
は
、「
場
所
を
わ
き
ま
え
、
手

向
か
え
を
せ
ず
、神
妙
の
至
り
」と
し
て
、

「
お
か
ま
い
な
し
」
と
な
る
。

当
時
は「
喧け

ん
か
り
ょ
う
せ
い
ば
い

嘩
両
成
敗
」の
慣
習
が

あ
り
、
喧
嘩
が
起
き
た
場
合
に
は
双
方

に
非
が
あ
る
と
し
て
、
両
者
の
言
い
分

を
吟
味
し
た
上
で
裁
定
す
る
の
が
通

例
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
あ
り
、「
ご

公
儀（
幕
府
）」の
裁
定
は
不
公
平
で
は

な
い
の
か
」「
浅
野
の
侍
は
い
つ
吉
良
邸

に
討
ち
入
る
の
か
」
と
い
っ
た
江
戸
市

中
の
声
が
日
に
日
に
高
ま
っ
た
。
主
君

の
無
念
を
晴
ら
す
た
め
に
約
一
年
九

か
月
後
、
旧
赤
穂
藩
士
四
十
七
士
が
吉

良
邸
に
討
ち
入
り
上
野
介
の
首
を
と
っ

た
の
だ
。
彼
ら
は
そ
の
ま
ま
主
君
の
墓

前
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
の
後
、
赤
穂
浪

士
は
幕
命
に
よ
っ
て
切
腹
を
命
じ
ら
れ

る
。
こ
れ
が
世
に
知
ら
れ
た
忠
臣
蔵
だ
。

四
十
七
士
の
な
か
で
最
も
若
か
っ
た

の
が
十
六
歳
の
「
大お

お
い
し
ち
か
ら

石
主
税
」
だ
。
討

ち
入
り
を
采
配
し
た
大
石
内
蔵
助
の

長
男
。
幼
い
時
か
ら
聡
明
で
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
、
主
君
の
浅
野
内
匠
頭
か
ら

も
可
愛
が
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
吉
良

邸
へ
の
討
ち
入
り
で
も
副
将
と
し
て
裏

門
の
指
揮
を
と
っ
た
。
本
懐
を
遂
げ
た

後
、
切
腹
し
た
と
き
に
も
堂
々
と
し
た

態
度
で
見
る
者
を
感
服
さ
せ
た
と
い
う
。

そ
ん
な
中
、
元
服
を
済
ま
せ
た
ば
か

り
の
主ち

か
ら税
は
亡
く
な
る
前
に
母
の
も
と

を
訪
れ
、
最
後
の
一
夜
を
過
ご
し
た
。

側
に
寝
て
い
る
母
の
温
も
り
が
伝
わ
っ

て
き
た
。
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
て
は
な
ら

ぬ
と
主
税
は
懸
命
に
こ
ら
え
た
。
そ
れ

で
も
ま
な
じ
り
か
ら
は
涙
が
あ
ふ
れ
て

し
ま
う
の
だ
。「
あ
ふ
時
は
か
た
り
つ
く

す
と
お
も
え
ど
も 

わ
か
れ
と
な
れ
ば
の

こ
る
言
の
葉
」こ
の
時
詠
ま
れ
た
歌
と

言
わ
れ
て
い
る
。「
毎
日
顔
を
合
わ
せ
て

い
た
時
に
は
、
十
分
に
語
り
尽
く
し
た

と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、い
ざ
別
れ
て
も

う
二
度
と
会
う
こ
と
が
な
い
と
思
う
と
、

ま
だ
ま
だ
話
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
の
に
、
と
て
も
心
残
り
な
気
持

ち
に
な
る
」。
十
六
歳
の
少
年
大
石
主

税
が
死
を
前
に
し
た
時
、
彼
の
頭
の
中

を
去
来
し
た
の
は
な
ん
だ
っ
た
ろ
う
。

そ
し
て
母
の
心
中
を
思
う
と
い
た
た
ま

れ
な
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
か
ら
兵
士
と

し
て
招
集
さ
れ
る
、
若
者
の
親
た
ち
も

同
じ
心
境
に
ち
が
い
な
い
。

ひとりごと

た（
と
）う
け
ー

令和4年12月
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（　　）内は前月比

緊急ダイヤル
火災・救急ワンクッションコール 119 番

警察官派出所 （79–2010）110 番
急病人／多良間診療所 79 –2101

歯科診療所／医師 79 –2162
停電／沖縄電力多良間電業所 79 –2147

断水／役場住民福祉課 79 –2623
家畜疾病／役場産業経済課 79–2503

ガス専用／ JA 多良間 090–6859–2355

世帯数と人口
総世帯数    529  （2）
総人口 1,084  （2）

男 590 女 494
区　別 人　口 世帯数
土　原 68（1） 36（1）
天　川 86（−1） 45（− 1）
津　川 88（−1） 43（0）
宮　良 69（0） 31（0）
嶺　間 147（1） 67（0）
大　道 187（2） 96（1）
大　木 264（1） 120（2）
吉　川 171（−1） 88（− 1）
水　納 4（0） 3（0）
出　生 1 死　亡 2
転　入 4 転　出 1

（令和 4 年 11 月末現在）

※緊急の場合以外診療時間内での受診を心がけよう
救急車出動

U35 未来創造会議 in 多良間

…4 件 … 1 件ヘリ搬送
 救急車・ヘリ搬送件数10月

編
集
後
記

● 「青春って、密なので」…2022年流行語大賞、特別賞に選ばれたこの言葉。夏の甲子園で仙台育英高校が 
 東北勢として初優勝した時に監督がコロナ禍での高校生活を強いられた世代に向けた思いやりの言 
 葉が、世代を超えて、心に染みました。

● 師走を迎え、今年も残すところわずかとなりました。今年もたくさんの方に広報誌へご協力頂き感謝して
います。ありがとうございました。（兼本）

2021年度から新たな取り組みとして行われた「U35未来創造会議」は、日本で最も美しい村の
加盟町村で暮らす若者たち（U35）が10年後、どんな村であって欲しいかをテーマに考える会議で、
11月19日にすまむぬたらまで開催された。

会議では、村の暮らしや産業・経済、教育等、課題を話し合い、「課題解決のアイディア」、「10年後
どんな村であって欲しいか」、「明日からできること」についてそれぞれ話し合った。

○課題

人口減少： 人口が減少している中で、魅力をどう存続してい
くのか。 

産業： UIターンは増えているが農業・漁業後継者が少ない。
耕作放棄地がない状態での土地活用。

暮らし： 単 身で 住める場 所 が少ない 。土 地 単 価 の 高さ。
キャッシュレス対応の遅れ。お店やATMの営業時
間。物流コストがかかる。

教育： 自然豊かな島で伸び伸びと過ごして欲しいが、高校
からは島外の学校へ通わなければならない。

文化：伝統行事の継承。

○課題解決
文化： 伝統行事の変化。男性だけだった踊りの文化に女性

も参加（島全員で伝統行事を守る）
暮らし： 単身用アパート新設。空き家対策。
発信： この島にしかないものにフォーカスして自然や文化を

島外へ発信。生産量の多い黒糖で新たな特産品作り
その他： 日本で最も美しい村連合のつながりを生かす（加

盟町村や企業会員様とのつながり）
教育： ICTを利活用する。

○10年後も住み続ける為にどんな村であってほしいか？
暮らし： 行事がない時でも活気ある島であって欲しい。
観光： ダイビングのお客様にも島内巡りをしてもらえるよう

歴史や文化を伝えていきたい。
教育： 歴史を伝え、自分の島を自慢できるようになって欲しい。

○明日からできること
・笑顔であいさつ（魅力的な島、安心感）
・お酒の場でのコミュニティは、これからも継続
・方言を身近に感じてもらうよう取り組む。

会議参加メンバー　
・登 　  彰子さん（地域おこし協力隊員）
・石原　颯矢さん（村役場産業経済課）
・波平　雄翔さん（地域コーディネーター・観光コンシェルジェ）
・川平　海さん（多良間空港勤務）
NPO 法人日本で最も美しい村連合事務局　向井さん・斉藤さん
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広報

多良間村は、39番目の

連合に加盟しています。
「日本で最も美しい村」

令和4年 12月1日発行

令和4年

12
No.583
��������

T A R A M A  V I L L A G E  P U B L I C I T Y  P A P E R S

写真（上左）ワーガニマース（代表・小・中） （上右）ナワナイ（老人） （下）汐汲み競争（婦人）　　　　　　　　　　　　　撮影 来間玄次

令和４年度
多良間村民運動会
スポーツを通して、村民の健康増進と心のふれあいを

ふ
れ
あ
い

ふ
し
ゃ
ぬ
ふ

村
民
運
動
会


